
1　はじめに

　北海道日本海海域の沿岸水産業は，平成 20 年度以降，漁

獲減少，漁業者の減少・高齢化などにより漁業経営が急激に

厳しさを増したことから，重点的に漁業振興策が講じられて

きた 1）．

　しかし，自然環境的な背景として，北海道の日本海南部沿

岸域は，対馬暖流の影響下にあり，夏季の貧栄養による餌不

足 2）と冬季の荒天による静穏域不足 3）のため，養殖漁場と

して利用するには，生産性が低いと言われている．生産性を

上げるには，現場の漁場環境情報を基に，海域を有効に利用

することが重要である．

　一方，漁業者などが直接環境情報を利用するには様々な理

由により敷居が高い面が多い．情報の利用促進のためには，

漁場環境を見える化し，専門家でない人々にもわかりやすく

する必要がある．それに加えて，情報を見るためのハードや

ソフトが安価で容易に扱えるものであることも考慮しなくて

はならない．

　そのため，今や日常ツールとなった，タブレットコン

ピュータやスマートフォン上のフリーソフトを利用して，漁

場環境を見える化し，漁業生産などに活かすことを目指し

た．本報告では，乙部町海域において実施した実用試験で

扱ったタブレットコンピュータとフリーソフトを例に，環境

情報を扱う具体的な使用方法などについて述べる．

2　使用データおよび機材

　使用データは，まず，比較的時間的な変化が少なく，扱い

やすい環境要素を対象として，地形・地質・底質などの地学

的なデータを取得し，その見える化を図った．実際に使った

データは 2018～2023 年にかけて乙部町地先で取得したもの

である（表 1）．なお背景図として，乙部町海域の漁場基本

図 4）をスキャンしたものを利用した．

　これらのデータを表示させるアプリとして，Android 上で

動作する GIS ソフト「野外調査地図（shimaneko 氏作）」を

使用した．このソフトは，「現地調査用地図閲覧アプリ」と

して動作するフリーソフトであるが，機能としては，閲覧だ

けではなく，携帯 GPS の機能なども備わる多機能なアプリ

である 5）．なお，実用テストで使用したタブレットは Allo-
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cube iplay 10 Pro U1006H である．端末は，回線契約をして

あるものが望ましい．Android の OS のバージョンは 9 を使

用したが，動作速度など特に問題は生じなかった．

3　ダウンロードおよびセットアップ

　ダウンロードおよびセットアップの手順を以下に示す．ま

ず，Google Play ストアから「野外調査地図」をダウンロー

ドする．次に，アプリを立ち上げ，表 2 のように初期設定を

行う．表示させるデータおよびデータ形式は表 3 のとおりで

ある．

　次にデータをタブレットにアップロードする．パソコンと

タブレットを USB ケーブルで接続した上で，機種によって

ディレクトリー構造は異なるが，￥input（地図タイルは

￥tiles）というフォルダーに，海底音響画像図や水深などの

データをアップロードする．表示させたい各データはあらか

じめ任意の名前をつけたフォルダーに入れておく．

　アップロードしたデータはレイヤーボタンでデータを追加

することにより表示可能である（図 1）．背景は地理院地

図・Google マップなどが選択できる．

　なお，実際に使用した乙部町地先の画像は諸般の事情によ

り示すことはできないが，図 2 に別の場所の画像の表示例を

示す．

4　活用および改良

　データを入れたアプリを，実際にひやま漁協乙部支所のナ

マコ漁を行っている漁師の方々にタブレットやスマホで使っ

ていただいた結果，どんなところで漁をしているか客観的に

わかるということと，位置情報を記録できるということで使

用結果は好評であった．

　使用時の問題点として，GPS の航跡がジャンプする時が

あることがわかった．そこで，外付けの GPS（例えば GNS 

2000GPS など）を利用したところ，この問題は解決した．

　防水については，100 円ショップなどで売っている防水

シートで十分であるという意見をいただいた．船上では基本

的に外付け GPS と防水シートの組み合わせを勧めることと

した．

表 1　使用データと取得機材
Table1  Usage data and data acquisition equipments.

表 3　使用データおよびデータフォーマット
Table3  Usage data and data format.

表 2　初期設定（関連項目のみ）
Table2  Initial setting (only related item).

測

※印は適宜変更して良い項目

5　おわりに

　これらのシステムにより，漁獲があった位置情報およびそ

こでの地学的環境情報をリアルタイムに手元で見ることがで
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きるようになった．これにより，例えばどんなところに対象

の水産底棲生物が棲息しているかが明らかになり，マーカー

等で漁獲場所や航跡の記録もできることから，実際に漁師の

方々の操業に役立つことがわかった．

　一方，このようなバックグラウンドとしての海底地形・底

質などのデータが無い場合，取得には専用の探査機器と技術

が必要となり，漁業者だけでは取得することが困難であるた

め，漁協など団体としてなんらかの補助金を利用して外部委

託するか，当研究所のサポートなどが必要となるケースが想

定される．これにより，データの入手に時間がかかり，すぐ

にシステムを導入できないことが予想される．

　今回使用した以外の環境データについて，聞き取りを行っ

た結果，水温情報や潮の流れを知りたいという要望があげら

れた．事前に得られたデータを整理して，水温や流向・流速

を図化して表示することは可能であるが，これらのデータを

リアルタイムで表示することについては，このソフトでは現

状不可能であり，また，別途観測機器の設置等，ある程度初

期投資や維持費などが必要になる．

　また，地元では密漁対策のため，特に漁場のデータの公開

については，警戒感があり、慎重な検討が必要となる．

　これらの問題の解決については，今後の課題としたい．
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図 1　レイヤーボタンと追加ボタン．
Fig. 1  �Left figure shows “layer” button and right figure shows 

“addition” button.

図 2　水深と砂層厚（背景は海底音響画像図と漁場基本図）
Fig. 2  �Left figure shows water depth and right figure shows sand 

layer thickness (Background is acoustic image diagram and 
map of fishing ground environment).

- 77 - 第 4 号（2025）



- 78 -

エネルギー・環境・地質研究所研究報告　Research Institute of Energy, Environment and Geology Bulletin

© Hokkaido Research Organization

要 旨

　北海道の日本海南部沿岸域は，対馬暖流の影響下にあり，夏季に貧栄養となる．このため，前浜の生産性が低

く，北海道の他海域と比較して養殖漁業には不利な状況にある．この対策としては，環境情報を明らかにし，そ

れに基づいた科学的な漁業を行う必要がある．従来，漁業者は経験から得た情報により漁業を行ってきたが，前

浜の環境情報の見える化を行うことにより，情報の共有化ができるため，漁場の有効利用，さらには後継者対策

につながることにもなる．本研究では，地形・地質・底質など得られた海洋環境情報をフリーソフトにより，タ

ブレットコンピュータ上でできる限りリーズナブルに“見える化”をはかった．今回は，特に地学的データにつ

いての利用方法などを紹介する．


